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お
よ
び
キ
ラ
Ｉ
Ｔ
細
胞
の
総
数
と
機
能

が
著
し
く
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
関
す

る
研
究
報
告
で
、
２
編
が
治
療
後
に
回

復
し
た
息
者
で
Ｎ
Ｋ
細
胞
お
よ
び
キ

ラ
Ｉ
Ｔ
細
胞
数
が
回
復
し
た
こ
と
に
つ

い
て
の
症
例
報
告
で
し
た
。
Ｎ
Ｋ
細
胞

の
減
少
な
ど
免
疫
系
が
弱

っ
て
い
る
人

で
は
、
よ
り
重
症
化
す
る
と
い
う
研
究

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
Ｎ
Ｋ
細
胞

が
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
１９
の
感
染
を
防
御
す

る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
明
確
に
言
及

し
て
い
る
研
究
論
文
は
ま
だ
あ
り
ま
せ

ん
。
獲
得
免
疫
系
が
弱
め
ら
れ
る
中
で
、

自
然
免
疫
で
あ
る
Ｎ
Ｋ
細
胞
の
数
や
機

能
の
変
化
に
注
目
す
る
べ
き
だ
と
す
る

研
究
や
症
例
報
告
が
多
く
な

っ
て
き
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
読
者
層
が

一
般

の
方
で
あ
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
‐９
の
免
疫
学
的
特
性
と
Ｎ
Ｋ

細
胞
に
関
し
て
こ
れ
ま
で
分
か

っ
て
い

る
正
し
い
事
実
を
基
に
、
大
胆
に
科
学

的
類
推
も
加
え
て
解
説
を
試
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

（よ
っ
て
こ
の
内
容
に
関

し
て
引
用
す
る
場
合
は
、
混
乱
を
回
避

す
る
た
め
著
者
の
文
責
の
も
の
で
あ
る

こ
と
を
明
示
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
）

免
疫
と
は
、
私
た
ち
の
身
体
を
守

っ

て
く
れ
る
よ
う

に
生
ま
れ

つ
い
て
備

わ

っ
た
力
の
こ
と
で
す
。
そ
の
力
を
免

疫
力
と
も
言
い
ま
す
。　
一
般
に
免
疫
と

言
う
と

一
度
罹

っ
た
感
染
症
に
は
か
か

り
に
く
く
な
る
こ
と
と
か
、
最
近
で
は

腫
瘍
細
胞
を
自
然
に
や
っ
つ
け
て
く
れ

る
力
な
ど
と
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
機
能
か
ら
分
け
る
と
自
然
免
疫
と

獲
得
免
疫
の
２
種
類
と
な
り
ま
す
。
後

者
の
獲
得
免
疫
の
こ
と
を
思
い
浮
か
ベ

る
方
が
多
い
よ
う
で
す
の
で
、
獲
得
免

疫
か
ら
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

（図
３
）

ヒ
ト
の
免
疫
系
は
偉
大
で
す
。
体
液

系
や
血
波
系
に
は
あ
る
特
定
の
免
疫
細

胞
が
有
り
、
周
り
を
流
れ
て
接
触
す
る

細
胞
、
腫
瘍
塊
か
ら
は
が
れ
て
血
波
中

に
流
れ
出
し
て
き
た
腫
瘍
細
胞
、
細
胞

断
片
、
ウ
ィ
ル
ス
あ
る
い
は
大
型
の
粒

子
の
表
面
を
常
に
撫
で
ま
わ
し
て
、
突

起
状
の
立
体
構
造
か
ら
同
じ
Ｄ
Ｎ
Ａ
由

来
の
細
胞
か
で
あ
る
か
否
か
を
サ
ー
チ

す
る
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。
サ
ー
チ

に
よ
り
、
対
象
が
自
己
と
認
識
で
き
な

い
場
合
に
は
、
非
自
己
ア
ラ
ー
ム
物
質

（あ
る
種
の
サ
イ
ト
カ
イ
ン
）
を
放
出

し
て
、
別
の
免
疫
細
胞
を
呼
集
し
ま
す
③

マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
や
樹
状
細
胞
は
取
り

つ
い
て

「食
べ
る
」
こ
と
で
そ
の
成
分

タ
ン
パ
ク
質
の
基
本
構
造
と
し
て
の
ペ

プ
チ
ド
を
Ｔ
細
胞
な
ど
別
の
免
疫
細
胞

に
提
示
し
、
非
自
己
を
認
識
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
異
物
表
面
の
ス
キ
ャ
ン

に
よ
り
立
体
的
構
造
の
特
徴
を
深
り
出

す
役
割
を
持

っ
た
特
走
の
免
疫
細
胞
は
、

そ
の
特
徴
を
過
去
の
何
億
の
構
造
記
憶

か
ら
サ
ー
チ
し
、
そ
の
記
憶
に
組
付
け

て
記
憶
さ
れ
て
い
る
具
物
排
除
に
効
果

的
な
抗
体
と
呼
ば
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
の

設
計
コ
ー
ド
を
引
き
出
し
ま
す
。
そ
れ

に
合
わ
せ
た
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
産
生

・
放
出

し
て
他

の
免
疫
細
胞
に
抗
体

の
設
計

コ
ー
ド
を
引
き
継
ざ
ま
す
。
こ
の

一
連

好申球,マ ク「
lフ ァージ,樹状細胞

ヘルパーT細胞

マクロファージ

サイトカイン

(図 3)吉村明彦(20

↑
ｒ
′

抗原提示細胞

メ
ＨＣ
ク

Ｍ

細胞傷審性T細胞 (CTLl

・ iエ フェクターT細胞

NK細胞

3ンがあれ妙クθ′ガ



寵
率
士
》
騨
②
剛
Ｉ
Ｉ
Ｉ
平
７
軍
マ
ヤ

母
引
割
ワ
Ｗ
脅
平
臣
琢
ｖ
々
イ
②
歌
舛

乎
隼
▼
②

（ミ
え
、工
γ
）
禅
Ｙ
何
′
各

翠
》
Ｗ
寵
新
ｏ
Ｐ
平
マ
ン
許
々
盗
ｒ

？
々
ｎ
辛
乙
―
ド

コヽ
ユ
引
朋
こ
―
盗

十
平
Ю
引
朗
騨
殺
マ
印
取
功
Ｎ

ｏ■
ユ

晩
貿
②
ｙ
刊
１
々
ン
洋
②
シ

鮮ヽ
■
軍

９
率
≫
ａ
韓
ｑ
‘

ｏ■
ユ
ー
挫
隼
ｕ
イ

「
の
一
可

〇

仲

〇
【【
ｏ
や
ｏ
や
ぁ
Ｏ

Ｆ
５

出

電
①
の
電
費

Ｏ
出

の
Ｏ
「や
】申
付
〇
　

的
ｄ
ヨ
塙
曽

　

∽
ｏ
Ｏ
日

〇
目
〇
ゃ
Ｆ
付

　

ｏ
路
付

の
Ｏ
【
０
「や
、
電
ａ

出
Ｏ
ｓ
中
や
付

路
付
【Ｆ
Ｏ
Ｏ
【
Ｏ
ｇ
岩
的
拍
ａ
Ｆ
の
」

ｏ
平
ｑ
ニ
ツ
黒
￥
彰
引
聖

ｏ
Э
ｕ
ｏ
‥
ｏ

Ｓ
⑫
日
密
ｇ
９
鮮
暫
影
弊
シ
■
国
引
▼

ン
許
々
盗
ｒ
挙
々
魚
ヤ
ム
ー
ド
②
官 〇
■

二
晩
留
翠
】
陛
Ｏ
ｕ
？
ｕ
率
官
ユ
甲

）

ヤ
辞
号
ユ
⑫
シ
ツ
黒
切
》
≫
平
朋
早
争

ヨ
陥
羽
書
き
Ｙ
イ
ン
る
シ
■
摯
孝
引
Ｍ

財
騨
朝
灘
？
■
Ｐ
騨
？
Ｙ
え
、ｔ
ｉ
洋
ム

ｏ■
ニ
ツ
マ
甲
Ⅵ
器
臣
％
■
官
軍
寮
距

？

（Ｙ
え
、１
１
洋
ム
）
Ｉ
目
引
騨
平
ニ

ｏ■
ニ
ツ
マ
錫
》
引
ツ
“
騨
翠
Ｐ
率
恐
誉

ヨ
引
朋
碗
▼
引
▼
ン
許
々
盗
ｒ
ｙ
γ
マ

晩
Ｙ

「ヽ
盟
？
Ｙ
引
里
￥
割
印
騨
②
朝

既
朗
き
ユ
ツ
黒
甲
Ⅵ
辞
々
ｎ
半
乙
ｔ
ｙ

シ
？
め
ｃ

一
②
》
軍
寵
並
７
核
■
樫
理

？
口
甲
￥
斡
》
甲
引
研
騨
髯
副
善
印
Ｗ

￥
コ

「ヽ
▼
ｒ
百
γ
ｒ
②
号
割
印
騨

ｏ■
二
晩
翌
率
ｃ
引
財

影
②
争
晋
当
部
彰
ロ
ロ

ａヽ
寵
並
阜
ユ

ひ
？
め
研
朋
口
甲
マ
シ
ツ
宰
号
割
翠
騨

紳
理
選
口
甲
②
官

。■
ニ
ツ
黒
叫
雌
翠

騨
紳
霜
ｙ
ａ
理
選
？
ロ
ロ
？
ワ
■
町
遭

ヽ
ａ

妥

７

を

単

翠

士

》

Ｉ

Ｙ

盗

考

Ｏ

Ｈ

閃
シ
ｕ
ユ
甲
引
里
￥
研
朋
ロ
ロ
≫
脅
２

幹

コ

引
理

選

ロ

ロ

ｏ
■

軍

ａ

率

引

マ

官

シ
■
甲
Ｗ
？
》
軍
寵
率
？
シ
ツ
平
切
翠

伸
年

晩ヽ
ギ
引
々
ン
γ
ヽ
ン
卒
②
塾
シ

？

翠ヽ
■
軍
改
ユ
ツ
黒
的
将
？
響
紳
②

シ
勲
科
暴

ｏ■
軍
ａ
深
》

・
亨
ヨ
？
》

コ
霜
聯
シ
■
部
影
？
珊
号
割
引
朋
ｕ
覗

引
単
ヤ

「ヽ
印
叫

（班
Ｎ
）
ｔ
盗
士
イ

盗

ｒ
■
羊
シ
？
ユ
ひ
？
Ｏ
②
研
騨
ワ
■

斥
酎
？
轟
新
認
ユ
２
ｑ
？
率
じ
普
目

ｏ■

ユ
即
晋
■
甲
匂
劫
？
副
聖
率
彰
率
平
弊

マ
即
晋
蓋
率
鶏
ユ

ｏ■
二
ａ
帝
辞
ツ
盟

②
ｃ
Ｚ

軸ヽ
⑫
Ｐ

ｏ■
ユ
率
じ
普
日
②

ユ
ｑ
？
▼
と
Ｙ
た
、シ
■
靭
招
？
％
首
ｑ

即
Ｉ
引
￥

ｃ
首
ユ
ａ
軍
引
Ｙ
ヨ
②
％
首

翠ヽ
②
ワ
■
詔
勢
鞠
②
シ

③
γ
早
軍
早
官

騨
？
即
晋
②
ヨ

一
シ
翠
率
ｃ
引
章
ヨ
）

町
０
学
鞘

「ヽ
引
》
惣
ｕ
寸
翠
討
理
部

町
早
ユ
ｑ
理
選
？
口
甲
ヤ

ｏ平
等

イ
ａ

ユ
Ｃ
Ｐ
コ
》
筈
平
寮
２
●
Ｙ
翠
％
首
改

率
⑫
童
平
ツ
黒
Ｙ
ヨ
引
子
駅

“ヽ

一

ｏ■
モ
晩
平
平
辞
国
鞠
‘
塚
勲
引

即
ゴ
②
官

ｏ
γ
早
軍
ａ
乎
コ
ツ
「
率
黒

甲
ａ
劫
？
副
理
部
じ
ユ
留
犯

ｏ■
軍
碗

率
≫
妥
平
不
引
秘
善
勲
早
コ
部
町
罰
朝

≫
多
宰
引
討
型
部
町
コ
ツ
■
首
彰
事
製

ｏ■
二
ｕ
ユ
ｑ
学
？
珊
執
Ｏ
ｕ
？
ｕ
ヒ
晩

砕
彰
翠
甲
製
士
▼
②
５
考
ｖ
々
イ
歌
②

歌
印
彰

平ヽ
平

ｏ■
軍
）
ａ
率
引
討
理

部
じ
刊
甲
製
Ⅵ
寧
彰
②
臣
″
ｖ
々
イ
欺

ｏ■
ユ
Ｑ
凹
勲
引
朝
Ｖ
宰
？
割
研
騨
コ

宰
製
②
割
②
シ

ｏ■
軍
ｕ
２
ひ
乎
マ
割

平
ｑ
随
皿
引
沖
騨
彰
翠
５
孝
ｖ
女
Ｆ
欺

シ
留
②
訊
事
営
割

引ヽ
中
評
γ
不
引
巨

Ｚ
２
早
字
●
？
普
￥
翠
士
》
ヨ
邸
々
魚

勲
割
②
シ

ｏ■
軍
改
ユ
ツ
砕
整
ユ
早
騨

割
シ
ツ
コ
抑
？
ユ
ー
瓜
）
々
丁
勲
岡
ヤ

⑫
Ｖ
Ｖ
ン
イ
ン
る
飢
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ａ
０
０

ｏ■
ユ
②
鼎
率
朝
陣
≫
古
挙
引

隼
▼
②
官
剰
即
暫
シ
■
年
引
％
首
平
暑

ユ
ｑ
Ｙ
罰
引
Ｍ
）
早
ユ
軍

一　
〇■
ユ
②

早
シ
ツ
コ
抑
？
部
じ
罰
彰
翠
▼
と
Ｙ
た
、

②
Ｐ

ｏ■
軍
宰
以
γ
宰
ぎ
晦
引
喜
￥
翠

避
印
朋
郭
彰
平
ａ
チ
ツ
マ
率
射
引
平
弾

ユ
距
脅
妥
学
ワ
Ｐ
率
瓢
割

最ヽ
都
誉
明

▼
々
血

平ヽ
軍

ｏ平
ｑ
▼
ｑ
ユ
ｕ
率
瑠

ユ
②
ワ
ｕ
２
ｃ
軍
野
ユ
暫
亭
翠
▼
ヨ
②

〕
幣
刊
引
国
核
韻
２
ｑ
団
Ｚ
？
暫
》
翠

秘
Ｗ
≫
脅
シ
軒

ｏ■
ユ
鞠

一
②
γ
コ
コ

印
鞠
シ
豆
引
ユ
軍
帝
翠
②
〕
聯
脅
平
々

ネ
キ
Ｙ
②
陛
斥

コヽ
ツ
掌
翠
討
理
率
彰

ｏ■
軍
ａ
Ｖ
雲
？
朝
目
Ｏ
ｕ
？
靭
招
％

首
２
ｑ
朝
ヨ
引
朝
紳
学

上ヽ
②
配
》
碍

秘
翠
舘
引
朋
部
町
⑫
鼎
爵
取
Ｗ
引
含
▼

②
Ｐ

ｏ■
二
宰
改
２
ツ
黒
判
招

以ヽ
ｑ

マ
率
シ
ツ
黒
財
黙
抑
抑
晩
▼
引
印
朋
率

彰
②
刷

働ヽ
官
騨
翠
普
馳
挙
首
彰
甲
製

ｑヽ
普
歓
ユ
ツ
平
ひ
晩
油
引
Ｖ
幣
勲
％

首
朝
灘

ｏ■
二
ａ
認
》

・
亨
雲
引
冒
￥

？
）
町
②
学
執
引
陥
首
②
シ
翠
研
騨
率

彰
②
旧
平
景
２
ツ
黒
首
嘔
ユ
々
ン
γ
ｌ

ン
卒

景ヽ
多
宰
引
副
理
部
町
②
官

ｏ■

軍
ｕ
２
ツ
コ
抽
？
討
型
部
町
辞
響
紳
②



粒
子

（Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
）
を
作
り
ま
す
。
こ

れ
が
詰
ま

っ
た
小
胞
体
は
Ｆ
ａ
ｓ
リ
ガ

ン
ド
と
い
う
突
起
状
の
糖
タ
ン
パ
ク
質

が
膜
の
外
側
に
張
り
出
し
て
い
て
、
標

的
細
胞
膜
に
あ
る
Ｆ
ａ
ｓ
と
い
う
受
容

体
と
結
合
し
ま
す
。
こ
の
受
容
体
は
リ

ガ
ン
ド
と
の
結
合
を
契
機
に
ア
ポ
ト
ー

シ
ス
に
至
る
化
学
反
応
を
引
き
起
こ
す

の
で
す
。　
一
方
小
胞
体
か
ら
は
攻
撃
成

分
で
あ
ふ
れ
る
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
が
標
的
細
胞

の
膜
表
面
上
で
分
泌
さ
れ
ま
す
。
至
近

距
離
で
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
か
ら
出
た
パ
ー
フ
ォ

リ
ン
が
膜
に
穴
を
開
け
、
グ
ラ
ン
ザ
イ

ム
が
内
容
物
を
細
か
く
分
解
す
る
と
い

う
過
程
は
先
に
記
し
た
通
り
で
す
。

さ
ら
に
Ｎ
Ｋ
細
胞
に
は
抗
ウ
ィ
ル
ス

活
性
と
し
て
、
他
の
免
疫
系
を
導
入
す

る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
ー
ガ
ン
マ

（
Ｉ

Ｆ
Ｎ
ｌ
γ
）
な
ど
を
放
出
す
る
機
能
が

あ
り
ま
す
。

抗
体
に
よ
る
異
物
排
除
の
作
用
に
比

べ
る
と
極
め
て
微
力
で
す
が
、
侵
入

ウ
ィ
ル
ス
や
流
れ
る
腫
瘍
細
胞
が
少
量

で
あ
れ
ば
大
き
な
力
を
発
揮
し
ま
す
。

来

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
１
１９
ウ
イ
ル
ス
ヘ
の
感

染
は
基
本
的
に
気
道
粘
膜
細
胞
で
起
こ

り
ま
す
。
そ
の
粘
膜
細
胞
で
も
リ
ン
パ

球
が
免
疫
機
能
に
大
き
な
役
割
を
担

っ

て
い
ま
す
。
粘
膜
に
特
有
な
粘
膜
関
連

リ
ン
パ
組
織
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
血

中
の
リ
ン
パ
球
と
は
部
分
的
に
そ
れ
ぞ

れ
少
し
異
な

っ
た
構
造
機
能
と
な

っ
て

い
ま
す
。
Ｎ
Ｋ
細
胞
の
場
合
は
抗
ウ
ィ

ル
ス
活
性
を
持

つ
Ｉ
Ｆ
Ｎ
‐
γ
産
生
を

欠
き
、
代
わ
り
に
周
辺
の
非
免
疫
担
当

細
胞
に
作
用
し
、
抗
菌
物
質
を
産
生
さ

せ
る
イ
ン
タ
ー
ロ
イ
キ
ン
２２
を
分
泌
す

る
特
性
を
持
つ
Ｎ
Ｋ
２２
細
胞
に
変
わ
り

ま
す
。
パ
ー
フ
ォ
リ
ン
や
グ
ラ
ン
ザ
イ

ム
な
ど
の
攻
撃
成
分
に
よ
る
細
胞
障
害

性
が
基
本
的
機
能
と
な

っ
て
い
ま
す
。

気
道
粘
膜
細
胞
に
出
て
い
る
ア
ン
ジ
オ

テ
ン
シ
ン
変
換
酵
素
２

（Ａ
Ｃ
Ｅ
２
）

受
容
体
と
結
合
し
た
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
１
１９

ウ
イ
ル
ス
を
Ｎ
Ｋ
２２
細
胞
が
攻
撃
す
る

と
感
染
し
た
細
胞
も
同
時
に
傷
害
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
初
期
感
染
の

防
止
に
は
有
効
と
思
わ
れ
ま
す
。
Ｓ
Ｍ

Ａ
Ｐ
を
作
る
機
能
が
あ
る
か
ど
う
か
は

分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
Ｎ
Ｋ
細
胞

の
持

つ
自
然
免
疫
に
期
待
が
集
ま
る
ゆ

え
ん
で
す
。

（図
４
）

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
１
１９
ウ
イ
ル
ス
が
血
中

を
単
独
で
流
れ
る
場
合
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
ウ
ィ
ル
ス
の
直
径
は
１
２
５

皿

で
す
か
ら
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
と
同
じ
位
の
大
き

さ
で
す
⑥
ウ
イ
ル
ス
の
量
が
少
な
い
時

期
に
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
が
う
ま
く
が
つ
か
れ

ば
ウ
イ
ル
ス
は
溶
解
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。
あ
る
い
は
小
胞
体
か
ら

直
接
放
出
さ
れ
る
攻
撃
成
分
に
よ
り
遠

隔
か
ら
の
攻
撃
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
場
合
は
ウ
ィ
ル
ス
の
膜
に
穴
が
開

け
ら
れ
る
可
能
性
は
低
く
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
ウ
ィ
ル
ス
の
量
が
多
け
れ
ば

初
期
免
疫
で
は
対
応
し
切
れ
な
く
な
り
、

感
染
が
全
身

へ
と
拡
大
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

＊

森
林
セ
ラ
ピ
ー
を
２
泊
３
日
で
体
験

し
た
被
検
者
で
Ｎ
Ｋ
細
胞
が
増
量
し
、

か
つ
パ
ー
フ
オ
リ
ン
や
グ
ラ
ン
ザ
イ
ム

等
の
攻
撃
成
分
が
増
量
を
示
し
、
Ｎ
Ｋ

活
性
が
高
ま

っ
た
と
い
う
実
験
結
果
を

李
卿
が
２
０
０
５
年
に
発
表
し
て
以
来
、

世
界
中
で
追
試
が
行
わ
れ
論
文
が
報
告

さ
れ
た
こ
と
で
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
に
よ

る
Ｎ
Ｋ
活
性
の
増
加
は
科
学
的
に
裏
付

け
ら
れ
た
と
言
え
ま
す
。
よ

っ
て
、
日

頃
か
ら
森
林
セ
ラ
ピ
ー
を
行

っ
て
い
る

方

々
に
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
Ю
ウ
イ
ル

ス
が
侵
入
し
て
き
た
際
に
、
Ｎ
Ｋ
細
胞

が
よ
り
多
く
動
員
さ
れ
、
初
期
の
感
染

を
抑
制
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
の
可

能
性
を
否
定
で
き
な
い
で
い
ま
す
。

i COⅥ DⅢ 19の侵入経路として、アンジオテンシンI受容体との結合、細胞膜
1 融合型侵入形態が明らかとなつた。

ウイルスの
受書体応台

SlがS2から連組   |:襴晋民
り

S2の lRほ覆1ヒ

(6に ll bundltSs)
撃駐合

この侵入力は特異的で強力であリギ
ARの発現長に応じて、ウィルス侵
入量が増加する。       i
ARは血管上反、脳細胞にも発現し
ている。

(図 4)

Tdguchiら の研究及び作図に基づき、著者が最近の知見に合わせた説明文を挿入

(基本図の引用 iAmiY)et al and Taguch F(2008)Co nfeC10n of resp ratory

bactettum wth SARS coronavttus nduces an exacerbated pneumon a n m ce

Microbo lmmuno 52tl18‐ 127及び田口文博 (2009):コ ロナウィルスの細胞侵入
機構 ウィルス 59215-22212000)

喫煙者は感染し易く、lSh殖量が多くなる傾向にある。気道奥から肺胞細胞へ感染が進むと、
肺胞細胞が一気に胡塩し、ガス交換ができなくなり、人工肺が必要となる。
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